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１． はじめに 

 祭り・展覧会等の様々なイベント情報が新聞社・

行政などの Web ページや紙媒体を通じて公開されて

いる．しかしそのデータフォーマットは統一化され

ておらず，同一のイベント情報が様々な形式で配

信・管理されている．また，これらの情報の流通過

程はほとんど電子化されていない．本来，イベント

情報に限らず情報は容易に再利用可能な形で提供さ

れるべきである． 

 一方で，地方自治体では広報広聴が重視されてい

る．2004 年 2 月に高病原性鳥インフルエンザの発

生が確認された日から，京都府庁ではホームページ

の情報を 1 日に何回も更新するなど，住民との素早

い情報共有に努めた．このように，現在，地方自治

体には災害等の情報について住民に対する迅速な提

供が要求されている． 

 そこで我々はイベント情報の発信元でもある京都

府との共同研究を行い，現在京都府庁内で紙媒体に

より扱われている広報情報の電子化及び外部への発

信の効率化を実現する「京都府広報情報発信システ

ム」を試作した．これにより広報情報の再利用性を

高め，庁内における業務の効率化と新聞社等の外部

機関への再配布の実現性を検討する． 

 具体的取り組みとして，１）広報情報を十分に表

すデータ形式の定義，２）広報情報の入出力・蓄

積・修正が一括に管理できるツールの開発，３）蓄

積されたデータを使い Web ページなどの自動配信が

可能となるシステムの構築を行った．また実際に一

部の部局で評価実験を行うことで，ワンストップサ

ービス化を検証し，試作したシステムの有効性が証

明された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 庁内業務の現状とシステムのアプローチ 

 京都府庁内でのイベント情報の入手から各広報媒

体への出力までの作業を分析したところ，以下のフ

ローの存在がわかった． 

１）広報計画予定表フロー：広報計画予定表は，イ

ベント情報の詳細や広報媒体について記載された内

部帳票である．これはイベントの情報を入手した起

案部局が作成し，主管課・広報課へと紙媒体で流通

するフローである．２）プレスリリースフロー：こ

れは起案部局で報道機関配布用のもの（紙媒体）と，

Web ページ掲載用のプレスリリースが html 形式に

再入力されるフローである．３）各課ホームページ

フロー：これは各課が入手したイベント情報を自ら

の Web サイト上で公開するフローである． 
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図１．３つの業務フロー 
のフローが存在する庁内業務の現状を

庁内業務の電子化によるイベント情報

を試みることとした．具体的には，３

る広報情報を一元管理し，起案部局で

た広報情報から，広報誌や Web ページ

どが再投入なしで可能となるワンスト

化を目指す．またイベント情報を新聞

際標準フォーマット『NewsML』をもと

EventXML』と呼ぶ XML によって扱うこ

ト情報の外部機関への再配布利用を視

ステムとする． 

 
 ２．システム導入後のフロー 



３． 京都府広報情報発信システム 

 構築した京都府広報情報発信システムは，イベン

ト情報を入力・編集する入力部と広報計画予定表や

各種 Web ページを生成する出力部，ファイルの参照

や操作の選択を行うインタフェース部から成る． 

 システムの実装環境は，横浜ベイキットから提供

されているオープンソフトウェアである BayServer

と Xi を用いた．Xi を用いた利点は XML 文書を扱う

ための動的な開発が容易であった点が挙げられる． 

 入力部は，「広報計画予定表エディタ」，「プレ

スリリースエディタ」と広報誌用データや広報課ホ

ームページに記載する内容を作成・編集する「イベ

ントカレンダエディタ」から構成される．それぞれ，

日付の入力はチェックボックスやセレクトメニュー，

電話番号などの入力欄には文字コードを半角英数字

に固定させる等，適切な形で情報が入力されるよう

な仕組みを施した． 

 
 

 

出力部は，広報計画予定表の pdf 形式での出力と，

広報課ホームページ・プレスリリース Web ページ・

各課ホームページの各種自動生成という機能を持っ

ている．広報計画予定表は，本システムがプロトタ

イプであり，紙による現行の業務にも対応するため

に XSL-FO を用い，pdf 形式で出力できるようにし

た．広報課ホームページは，京都府のイベントにつ

いて，日付毎／イベント種別毎／開催地域毎のペー

ジをそれぞれつくり，様々な閲覧者の要求に応えら

れるように配慮した．プレスリリース Web ページに

は RSS へのリンクを付加した．これにより，府民を

はじめとする閲覧者は，京都府の発信する情報をよ

りすばやく確実に取得することが可能となる．各課

ホームページは，その課の関係するイベント情報と

発表したプレスリリースが参照可能なページを自動

生成できるようにした． 

 インタフェース部では，システム利用者をアカウ

ントにより管理し，利用者の所属する部局のデータ

以外は参照できないようにした．また最近更新した

ファイルの一覧やそのデータの性質によってフィル

タをかける機能により，目的のファイルを探しやす

い仕組みを実装した． 

 
 図４．システム概略図 
 

システムの評価 

 構築したプロトタイプシステムを京都府の一部の

部局において評価実験を行った． 

 各エディタを用い，実データを投入した結果，こ

れまでと同様の広報計画予定表の取得，プレスリリ

ース Web ページ・広報課ホームページ・各課ホーム

ページの自動生成が実現された．同時に，これまで

の業務で発生していたデータの再投入の作業が省略

されており，効率化を確認した．また，イベントデ

ータは NewsML 形式で取り出すことができ，新聞社

等の外部機関へシームレスに流通するという，真の

ワンストップサービス化の基盤となるシステムであ

ると言える． 

  

４． まとめ 

 本研究では，京都府との共同研究により広報情報

の生成・発信を一元管理するシステムを試作し，一

部部局において評価実験を実施した．このシステム

では広報情報の再配布を実現するため，新聞記事流

通の国際標準フォーマット NewsML を採用しており，

今後は京都府庁から各種イベント情報を，新聞社・

放送局などに自動配信する「イベント情報のワンス

トップ化」の可能性を検討する． 

図３．自動生成された Web ページ 
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